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令和４年度 

総合型地域スポーツクラブ活動状況調査  

（令和４年７月１日までに創設された全てのクラブ） 
 

スポーツ庁では、誰もがスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会を実現するた

め、国民が日常的にスポーツを行う場として期待される総合型地域スポーツクラブの全国

展開を推進しているところです。 

本調査は、既に創設された総合型地域スポーツクラブの活動内容、課題等の現状を把握

し、今後の生涯スポーツ振興施策に関する基礎資料とさせていただくことを目的としてい

ます。 

つきましては、本調査の趣旨を御理解の上、御協力いただきますようお願いいたします。 

なお、本調査は、貴クラブを評価しようとするものではありません。御回答いただいた

内容は、統計的に処理した上で公表いたします。また、本調査結果については、関係機関

等へ提供する場合もございますが、調査に関して知り得た個人情報については、個人情報

保護関係法令等に基づき適切に取扱います。 

 
 

【記入上の注意】 

１ 回答はⅠの項目は、回答した日の現在の状況、Ⅱの項目は、令和４年７月１日現在 

の状況で記入してください。 

２ 回答は各設問にしたがい、全て回答欄に入力してください。 

３ 回答を選択肢から選ぶ設問については、複数選択のものと１つを選択するものがあ

りますので、それぞれの設問に書いてある条件にしたがって選択してください。 

４     及び（   ）には、必要に応じて具体的な内容を記入してください。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別紙２　回答控え
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令和４年度総合型地域スポーツクラブ活動状況調査 Ⅰ 

 

１ 休日の学校運動部活動の段階的な地域移行について  
※【参考】スポーツ庁 HP 運動部活動の地域移行に関する検討会議提言について 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/toushin/1420653_00005.htm 

※【参考】スポーツ庁 HP 令和３年度における運動部活動の地域移行に関する実践研 

究事例集について 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/jsa_00116.html 

をご参照いただき回答してください。 

 

問１ 休日の学校運動部活動の段階的な地域移行について、当てはまる番号を入力してください 

１ よく知っている。 

２ ある程度のことは知っている。 

３ 聞いたことはあるが、詳しくは知らない。 

４ ほとんど知らない。 

５ その他（                    ） 

 

問２ 休日の学校運動部活動の段階的な地域移行の実施主体を担うことについて当てはまる 

番号を入力してください。 

１ 現在担っている。 

２ 今後担う予定である。（予定時期：    ） 

３ 担いたいと考えている。 

４ 担うことは考えていない。 

５ その他（                    ） 

  

問３ 問２で１，２，３，４と答えた人にお尋ねします。 

 休日の学校運動部活動の地域移行について、あなたのクラブで中学生が参加して実施可 

能な種目は何ですか。（複数回答可） 

1 陸上競技（駅伝）      20 空手           39 ドッジボール     

2 水泳              21 ラグビー          40 インディアカ 

3 バスケットボール      22 硬式野球         41 ペタンク 

4 サッカー          23 カヌー         42 ヨガ・ストレッチ 

5 ハンドボール        24 ボート         43 健康体操 

6 軟式野球          25 ヨット・サーフィン      44 フラダンス 

7 体操競技          26 登山・クライミング   45 3B 体操 

8 新体操           27 フットサル        46 太極拳 

9 バレーボール        28 ソフトバレーボール    47 テコンドー 

10 ソフトテニス        29 ビーチバレーボール    48 弓道 

11 卓球            30 ゴルフ          49 なぎなた 

12 バドミントン        31 パークゴルフ       50 キンボール 

13 ソフトボール        32 グラウンドゴルフ     51 スポーツ吹矢 

14 柔道            33 ボウリング          52 バウンドテニス 

15 剣道            34 ジョギング        53 スケートボード 

16 相撲            35 ウォーキング           54 自転車 

17 スキー           36 トレーニング       55  BMX 

18 スケート          37 ダンス                   56 パラスポーツ 

19 アイスホッケー       38 エアロビクス       57 その他（     ）  

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/shingi/001_index/toushin/1420653_00005.htm
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/jsa_00116.html
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問４ 休日の学校運動部活動の段階的な地域移行について、総合型地域スポーツクラブが受け 

皿となる場合に、当てはまる課題を入力してください。(複数回答可） 

１ 指導者の確保 

２ クラブと自治体や学校をつなぐコーディネーターの確保 

３ 事務員等の確保 

４ スポーツ用具等の確保 

５ 自治体や学校との連携体制 

６ 学校の理解 

７ 保護者・生徒の理解 

８ 地域住民の理解 

９ 活動する施設・設備の確保 

10 学校の運動施設の開放  

11 特にない 

 12 その他（                    ） 

 
２ 総合型地域スポーツクラブ「登録・認証制度」について 

問１「登録制度」について、当てはまる番号を入力してください。（どれかひとつ）  

１ 登録済。 

２ 現在登録はしていないが、今後登録予定。 

３ その他（             ） 

 

問２「認証制度」について、当てはまる番号を入力してください。（どれかひとつ） 
１ 知っている。 

２ あまり知らない。 

３ 全く・ほとんど知らない。 

   

３ 新型コロナウィルス感染症拡大に伴う影響について 
問１ 現在のクラブの活動状況について、当てはまる番号を入力してください。 

１ 全活動を再開 

２ 大半の活動を再開 

３ 一部の活動を再開 

４ 活動を再会できていない 

５ その他（                    ） 

 
問２ 問１で３または４と回答した場合、その理由について、当てはまる番号を入力してくだ 

さい。（複数回答可） 

１ 再開資金の目途が立っていない 

２ 指導者の確保 

３ 会員の退会による利用者減 

４ 使用する施設の閉鎖・利用制限 

５ その他（                    ） 

 

                  Ⅰの 質問は以上です。Ⅱに進んでください。 
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令和４年度総合型地域スポーツクラブ活動状況調査 Ⅱ 

 

１ 会員について 

問１ 令和４年７月１日現在、把握している会員数について、総会員数と内訳を回答してくだ 

さい。（令和４年度において集約した最新の数値で回答してください。） 

 未就学児 小学生 中学生 
高校生 

(～18 歳) ～29 歳 ～39 歳 ～49 歳 ～59 歳 ～69 歳 70 歳～ 年齢不明 合計 

男性             

女性             

性別不明             

合計             

 

問２ 問１の総会員の中で、把握されている障害者の会員内訳を回答してください。 

 未就学児 小学生 中学生 
高校生 

(～18 歳) ～29 歳 ～39 歳 ～49 歳 ～59 歳 ～69 歳 70 歳～ 年齢不明 合計 

男性             

女性             

性別不明             

合計             

 

２ 会費について 

問１ 会費を徴収していますか。 

いずれかの番号を回答してください。  

 

問２ 問１で「１ 徴収している」と回答した場合は、１人当たりの平均月額を回答してくだ

さい。 

１人当たりの平均額（月額）             円／月 

 

中学生１人当たりの平均額（月額）             円／月 

 
 

【共通留意事項】※原則として下記のとおりとしますが、クラブの実情に応じて算出してください。 

○保険料は含まない。 

【1 人当たりの平均額についての留意事項】 

○大人、子供などに分かれている場合は、その１人当たりの平均額とする。 

 ○ファミリー会費など割引設定の会費は除く。 

 ○年会費の場合は、月当たりの額に換算する。 

 （例）①大人（1,000 円/月）、高校生（500 円/月）、小・中学生（300 円/月）の場合 

      （1,000 円＋500 円＋300 円）÷３(種類)＝600 円 → 600 円と記入 

    ②年会費 3,000 円・保険料 1,500 円の場合 

     ＊保険料は含まずに算出。3,000 円÷12（ヶ月）＝250 円 → 250 円と記入 

    ③種目により額や徴収の対象期間が異なる（水泳=3,000/6 ヶ月､ヨガ=1,000 円/月）場合 

     ＊各種目の月単位額を算出 3,000 円÷6(ヶ月)＝500 円 

           次に、月平均額を算出 （500 円＋1,000 円）÷2(種類)＝750 円  → 750 円と記入 
 

３ 法人格取得について 

問１ 法人格を取得していますか。いずれかの番号を回答してください。 

 

１  クラブとして取得している ２  運営団体が取得している ３  取得していない 

１ 徴収している ２ 徴収していない 

 

 

総会員数 

総会員数 
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問２（１）「１ クラブとして取得している」「２ 運営団体が取得している」場合、法人格の 

種類は何ですか。いずれかの番号を回答してください。 

 

 

 

 

（２）「取得していない」場合、法人格取得の意向や予定について、いずれかの番号を回答し

てください。なお「３予定あり」の場合は、取得予定年度を回答してください。 

１ 意向なし ２ 意向はあるが、予定なし ３ 予定あり(取得予定年度：   年度) 

 

４ 危機管理方策、事故防止対策について 

 問１ 危機管理方策や事故防止対策として、どのようなことを行っていますか。 

該当する番号全てに○を回答してください。 
 

１ 入会時に、運動実施に問題の生じる 

  健康問題を有していない旨の証明書 

  を取得 

２ クラブ会員は全員保険に強制加入 

３ 強制加入ではないがクラブ会員全員に 

保険を斡旋 

４ クラブ会員以外の参加者（イベント等 

  への参加者）は全員保険に強制加入 

５ クラブとして賠償責任保険に加入 

 （※全体としてではなく、役員のみが加入、 

指導者のみが加入している場合も含む） 

６ 指導者に対し安全講習会等を開催 

７ 防災訓練を実施 

８ 熱中症対策（講義、研修会等も含む）  

   を実施している 

９ スポーツドクターなど地域の医師との 

連携 

10 クラブの緊急連絡網を作成 

11 クラブ独自の危機管理マニュアル作成 

12 AED がすぐに使用できる場所で活動 

13 特に行っていない 

14 その他（            ） 

 

５ 活動内容について 

問１ 定期活動種目におけるスポーツ・レクリエーション活動種目（身体活動を伴う種目）

と文化活動種目のそれぞれの種目について（１）種目数（「46 その他」にあげた種目を

含む）を回答し、（２）種目名に○を回答してください。 

○スポーツ・レクリエーション活動種目 

（１）種目数           種目 

（２）種目名（該当種目全てに○、その他の欄には種目名を回答してください。なお、プ

ログラム名ではなく、種目名を御回答ください。） 

 1 ドッジボール                 15 空手               31 ラグビーフットボール 

 2 体操(器械体操･新体操･ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ) 16 野球               32 太極拳 

 3 エアロビクス                  17 ソフトボール       33 健康体操 

 4 ウォーキング                  18 サッカー           34 バウンドテニス 

   (ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ･ｳｫｰｷﾝｸﾞ等を含む)     19 フットサル         35 ペタンク 

 5 ダンス(ｼﾞｬｽﾞﾀﾞﾝｽ･社交ﾀﾞﾝｽ･    20 バレーボール       36 ﾀｰｹﾞｯﾄ･ﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ 

   ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ･民謡踊り等を含む)    21 ソフトバレーボール 37 インディアカ 

 6 ボウリング                    22 バスケットボール   38 ３Ｂ体操 

 7 ゲートボール                  23 テニス          39 キンボール 

 8 グラウンドゴルフ              24 ソフトテニス       40 親子リトミック 

 9 ランニング(ジョギング)        25 バドミントン       41 ﾌｨｯﾄﾈｽﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

１ NPO 法人   ２ 認定・仮認定 NPO 法人   ３ 一般財団法人   ４ 一般社団法人 

５ その他の法人（具体的に           ） 
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10 水泳                          26 卓球             42 フラダンス 

11 ヨガ                          27 スキー            43 パークゴルフ 

12 陸上競技                      28 スノーボード       44 ビーチバレー 

13 柔道                          29 スポーツ吹矢       45 登山・クライミング  

14 剣道              30 カヌー         45 パラスポーツ（ボッチャ等） 

      46 その他（      ） 

○文化活動種目 

（１）種目数            種目 

（２）種目名（該当種目に全てに○、その他の欄には種目名を回答してください）  
 1 英会話                    6 編み物            11 歌謡・カラオケ 

 2 絵画                 7 料理              12 よさこい 

 3 書道（子供習字を含む ）   8 舞踊         13 茶道 

 4 和太鼓                     9 生け花          14 囲碁・将棋 

 5 絵手紙             10 パソコン       15 詩吟 

16 その他（    ） 
 

問２ クラブ会員のうち複数の定期的活動種目（スポーツ・レクリエーション活動、文化活

動）に参加している者の割合について、該当する番号を１つ選び、回答してください。 
 

１ 会員の 5％未満 

２ 会員の 5%以上 10%未満 

３ 会員の 10%以上 20%未満 

４ 会員の 20%以上 30%未満 

５ 会員の 30%以上 

６ 把握していない 
 

問３ クラブ会員のうちクラブの運営を「支える」ための活動（各種手伝いや協力をする、

指導者になる、運営委員になる、寄附をする等とします。）に携わっている者の割合に

ついて、該当する番号を１つ選び、回答してください。 

１ 会員の 10％未満 

２ 会員の 10%以上 30%未満 

３ 会員の 30%以上 50%未満 

４ 会員の 50%以上 70%未満 

５ 会員の 70%以上 

６ 把握していない 

６ スポーツ指導者について 

問１ クラブに所属しているスポーツ指導者（外部招聘を除く）について、手当等の有無別

人数等を回答してください。 

【留意事項】 

※月・週・１日当たりの手当の場合などは、１回当たりに換算すること。 

（例）○時給 1,200 円の指導者・概ね、1 回につき 2 時間指導  

→ 1,200 円×2 時間＝2,400 円／１回 

○月給 20 万円の指導者・週休 2 日制（約月 20 日勤務）・概ね、1 日のうち 2 回指導 

→ （20 万円÷20 日）／2 回＝5,000 円／１回 

※「手当」とは、給与、賃金、謝金等の指導業務に対する対価として支払われる金銭のこととする。 

※資格については、各種スポーツ・レクリエーション団体の公認資格を始め、都道府県、市区町村

独自の取組による資格等も含む。 

 

 

 



- 4 - 

 

資格の有無 
                 手  当  等 

  人 数（内訳） １人当たりの手当等の１回平均額 

有資格指導者 
手当有り      人                        円／回 

手当無し       人  

資格を持たない 

指導者 

手当有り       人                         円／回 

手当無し       人  

  合計（スポーツ指導者総数）       人  

 

問２ クラブに所属している有資格スポーツ指導者（外部招聘を除く）について、次の認定

機関別人数を回答してください。 
 

日本スポーツ（体育）

協会公認資格 
人 

日本パラスポーツ 

協会公認資格 
人 

その他 

機関の資格 
人 

 

７ クラブの事務局体制について 

問１ クラブマネジャーを配置していますか。いずれかの番号を回答してください。 
 

１ 配置している ２ 配置していない 

 

問２ 問１で「配置している」と回答した場合は、手当の有無別人数等を回答してください。 

 

【留意事項】 

※月・週当たり・時給の手当の場合などは、１日当たりに換算すること。 

（例）○月給 20 万円のクラブマネジャー・週休 2 日制・概ね月、20 日勤務  

→ 20 万／月÷20 日＝1 万円／1 日 

○時給 1,200 円のクラブマネジャー・概ね 1 日、8 時間勤務  

→ 1,200 円／時間×8 時間＝9,600 円／1 日 

※ここでのクラブマネジャーとは、経営能力を有する専門的な人材とする。 

※本調査では、常勤雇用している場合でも勤務日数が週 3 日以内は、非常勤に記入すること。 

※各欄の人数と手当の有無別の人数（内訳）及び合計との整合性を取ること。 

 

勤務状況 
                  手  当  等 

  人 数（内訳） １人当たりの手当等の１日平均額 

常勤 

(週 4 日以上) 

手当有り       人 円／日 

手当無し       人  

非常勤 
手当有り       人 円／日 

手当無し       人  

合計（ｸﾗﾌﾞﾏﾈｼﾞｬｰ総数）       人  

 

問３ 事務局員（クラブマネジャーを除く）の配置について、いずれかの番号を回答してく

ださい。 

１ 配置している ２ 配置していない 
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問４ 問３で「配置している」と回答した場合は、手当の有無別人数等を回答してください。 

 

【留意事項】 

※月・週当たりの手当の場合などは、１日当たりに換算すること。（7 の問 2 の例参照） 

※本調査では、常勤雇用している場合でも週 3 日以内は、非常勤に記入すること。 

※各欄の人数と手当の有無別の人数（内訳）及び合計との整合性を取ること。 

 
 

勤務状況 
                 手  当  等 

人 数（内訳） １人当たりの手当等の１日平均額 

常勤 

(週 4 日以上) 

手当有り      人                         円／日 

手当無し      人  

非常勤 
手当有り      人                          円／日 

手当無し      人  

合計（事務局員総数）      人  

 

 

問５ クラブ運営（単発イベント等含む）に関わるボランティアスタッフの延べ人数（指導

者含む）を回答してください。                

                           延べ          人 

 

８ 活動費について 

問１ 令和 4 年度予算について回答してください。 

 
 

【収入について留意点】 

※自治体・スポーツ団体などからの委託費がある場合は、○○○事業委託費、○○○施設管理委

託費などの予算事項名を備考欄に必ず記入すること。 

※「委託費」には、委託契約による収入額を計上し、その内の指定管理費の額を記載する 

こと。 

※補助・助成金がある場合は、都道府県・市区町村補助金、スポーツ振興くじ助成金などの予算

事項名を備考欄に必ず記入すること。 

 ※寄付金のある場合は、個人・法人の区分ごとに件数を備考欄に記入すること。 

 

<収入> 

 

 

 

 

 

 

 

 

  費  目        金  額（円）           備  考 

会  費   

事 業 費   

委 託 費 
 

(うち、指定管理費              )  
 

補助・助成金   

寄 付 金  個人：   件 法人：   件 

そ の 他   

総   額   
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【支出について留意点】 

※クラブマネジャー、事務局員の手当等については人件費に記入すること。 

※スポーツ指導者の手当等については指導者謝金に記入すること。 

 

 

<支出> 費  目 金  額（円） 備  考 

クラブ管理費 
 

（うち、人件費        ） 
 

活動事業費 
 

（うち、指導者謝金      ） 
 

広  報  費   

そ  の  他   

総     額   

 

 

問２（１）現在、スポーツ振興くじ助成の交付を受けていますか。いずれかの番号を回答し

てください。また、「３ 現在 toto 助成を受けている」場合は、（２）を御回答く

ださい。 

１ 今まで一度も toto 助成は受けたことがない 

２ 以前 toto 助成を受けたことがある 

３ 現在 toto 助成を受けている 

   

（２）問２（１）において「３ 現在 toto 助成を受けている」と回答した場合、助成

事業名については該当する番号全てに○を入力し、助成年数については令和３年度

で何年目かをそれぞれ回答してください。 
  

１ 総合型地域スポーツクラブ自立支援事業 

２ 総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業 

３ 総合型地域スポーツクラブマネジャー配置支援事業 

４ 総合型地域スポーツクラブマネジャー配置事業 

５ スポーツ団体スポーツ活動助成 

６ その他（                         ） 
 

助成年数      年目（複数ある場合はそれぞれの年数を回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

９ 活動拠点施設について 

問１ 主たる活動拠点施設はどのような施設ですか。該当する番号を１つ選び、回答してく

ださい。 
  

１ 学校体育施設 

２ 公共スポーツ施設（管理委託を受けて 

  いる場合を含む） 

３ 自己所有施設 

４ 民間スポーツ施設（管理委託を受けて 

  いる場合を含む） 

５ 休校・廃校施設 

６ その他（            ） 

 

  問２ 主たる活動拠点の正式名称を回答してください。（複数の場合は、３施設まで記入） 

 

 

１０ クラブハウスについて 

問１ クラブハウスがありますか。いずれかの番号を回答してください。 

    ＊クラブハウスがクラブ関係者の自宅等にある場合は「２ クラブハウスがない」に含みます。 
  

１ クラブハウスがある ２ クラブハウスがない 

 

問２ 問１で「１ クラブハウスがある」と回答した場合は、施設の種類について該当する

番号を１つ選び、回答してください。 
  

１ 学校敷地内の独立施設 

２ 学校体育施設の一部（体育館内の一室等） 

３ 学校施設の一部（余裕教室等） 

４ 公共スポーツ施設敷地内の独立施設 

５ 公共スポーツ施設の一部 

６ １～５以外の公共施設（公民館等） 

敷地内の独立施設 

７ １～５以外の公共施設の一部 

８ １～７以外の民間施設 

９ 自己所有施設 

10 その他（           ） 

 

１１ クラブ設立の効果について 

問１ クラブが設立されたことで地域にどのような変化がありましたか。該当する番号全て

に○を回答してください。 
  

１ 地域住民間（性別・年代等を含む）の 

交流が活性化した 

２ 地域住民のスポーツ参加機会が増えた 

３ 複数のスポーツ種目に取り組む住民が増えた 

４ 元気な高齢者が増えた 

５ 地域で子供たちの成長を見守る気運が高まった 

６ 子供たちが明るく活発になった 

７ 地域が活性化した 

８ 地域住民が健康になった 

９ 特に変わりがない 

10 その他（           ） 

 

＊○をつけた回答について補足することがあれば、回答してください。 
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１２ クラブの現在の課題について 

問１ クラブの現在の課題はどのようなことですか。該当する番号全てに○を回答してくだ

さい。 
  

＜人材の確保等＞ 

１ クラブマネジャーの確保（養成） 

２ 事務局員の確保 

３ 会員のクラブ運営への参画促進 

４ クラブ運営を担う人材の世代交代・ 

後継者確保 

５ 指導者の確保（養成） 

＜活動拠点の確保等＞ 

６ スポーツ活動等の活動場所の安定的 

な確保 

７ 事務局スペースの確保 

＜事業の多様性＞ 

８ 活動種目の拡大 

９ 会員間の交流促進 

10 会員の世代の拡大 

11 楽しみ志向、健康志向、交流志向、 

競技志向など多志向の事業拡大 

＜財政的自立＞ 

12 会費・参加費など受益者負担による 

財源確保 

13 委託事業等の事業収入による財源確保 

14 寄附金、協賛金による財源確保 

＜連携体制の構築＞ 

15 行政（スポーツ担当部局）との連携 

16 行政（学校体育・部活動担当部局）との連携 

17 行政（高齢者の健康増進・介護予防担当部局）

との連携 

18 行政（子育て支援担当部局）との連携 

19 行政（地域活性化・まちづくり担当部局） 

との連携 

20 他の総合型クラブとの連携 

21 市町村体育協会、スポーツ少年団との連携 

22 障害者スポーツ団体との連携 

23 スポーツ以外の分野の組織・団体や民間企 

業との連携 

＜情報収集等＞ 

24 クラブ間でのクラブ経営に関する情報の交換 

25 クラブ経営に関する研修機会の確保 

26 各分野（法律、経理、労務管理等）の専門 

家への相談機会の確保 

27 特に課題はない 

28 その他（            ） 

 

１３ クラブの現状把握・改善のための取組状況について 

 問１ クラブの現状を把握し改善するための取組状況について、該当する番号全てに○を回

答してください。 
 

１ 評価指標・チェックリスト＊を活用して自

己点検・評価を行っている 

２ 話し合いや点検・評価の結果を踏まえて改

善策を次年度の計画に反映させている

（PDCA サイクル活用） 

３ 運営委員会で話し合う機会を設けている 

４ クラブマネジャーや事務局員などで話し 

合う機会を設けている 

５ 特に行っていない 

６ その他（             ） 

 
＊ 評価指標・チェックリスト 

① 持続可能な推進に向けた取組の指針の到達に向けた「評価指標（ＫＰＩ）」 

平成２７年３月公益財団法人日本体育協会作成（平成２６年度文部科学省委託事業ス

ポーツを通じた地域コミュニティ活性化促進事業「持続可能な総合型地域スポーツクラ

ブを目指して」） 

  ② 総合型地域スポーツクラブの自立・自律に向けたチェックリスト 

平成２５年１０月公益財団法人日本体育協会地域スポーツクラブ育成専門委員会中央

企画班作成 
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１４ 行政からの支援、行政との連携の状況について 

 問１ 行政からの支援や行政との連携の状況について、該当する番号全てに○を回答してく

ださい。 
 

１ 市区町村行政から資金援助（補助金,助成

金,委託費,物品支給等）を受けている 

２ 市区町村行政から学校体育施設開放等に

係る管理委託を受けている 

３ 市区町村行政は総合型クラブに対する 

理解がある 

４ 活動場所に対する優先受付の支援を受け

ている 

５ 活動場所に対する使用料金の減額や免除の

支援を受けている 

６ 広報活動（行政広報誌への掲載や広報物の

作成等）の支援を受けている 

７ 地域の課題解決のための方策等について市

区町村行政と連携して事業を実施（地域課

題解決の取組） 

８ 市区町村行政を含めた連絡協議会等を開催 

９ その他（              ） 

 
１５ クラブの特色ある取組について 

問１ 以下の①～⑤の項目について実施している取組がありますか。該当する番号全てに○

を回答してください。 

① 子育て支援・若者のスポーツ参加 

１ 行政から学童保育や放課後子供教室に関 

する事業を受託して実施 

２ 学童保育や放課後子供教室への指導者の 

派遣など連携・協働した取組の実施 

３ 不登校や引きこもりの子供や、特別な支 

援が必要な子供のスポーツ活動の場を提 

供するための取組の実施 

４ 20～30 歳代のスポーツ参加促進に向け 

   た取組の実施 

５ 親子が一緒に参加できるスポーツ教室等 

の開催 

６ 託児付きスポーツ教室等の開催 

７ 特に行っていない 

８ その他（             ） 

② 学校との連携 

１ クラブから学校の体育授業への指導者派 

遣の実施 

２ クラブから学校運動部活動（中学・高校） 

への外部指導者の派遣等の実施 

３ 学校の教員を対象とした講習会の開催 

４部活動の実施主体として子供たちを受けい 

れている。 

５ 学校の行事への協力 

６ 特に行っていない 

７ その他（             ） 

③ スポーツを通じた健康増進 

１ 地域住民を対象とした健康づくり事業の 

実施 

２ 行政から介護予防事業を受託して実施 

３ 地域包括支援センターと連携した取組 

の実施 

４ 医療機関等と連携した取組の実施 

 

５ 医療費削減を具体的な目標として掲げた 

取組の実施 

６ 企業を対象とした健康教室等の開催（指導 

者の派遣を含む） 

７ 特に行っていない 

８ その他（             ） 

④ スポーツによる地域活性化・企業や大学との連携 

１ スポーツによる地域おこしやまちづくり 

に関する取組の実施 

２ スポーツによる地域活性化を目的とした 

連携組織（地域スポーツコミッション等） 

への参画・協力 

３ フィットネスクラブなどの民間スポーツ 

クラブと連携した取組の実施 

５ 企業や大学の施設を活用したスポーツ教 

室等の開催 

６ 学生のインターンシップ等により指導者 

やクラブの運営補助として活用      

７ 特に行っていない 

８ その他（             ） 
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４ プロチームやトップアスリートを有する 

企業と連携した取組の実施 

 

⑤ 他の総合型クラブや他のスポーツ団体との連携・トップアスリートの活用等 

１ 近隣のエリアにおいて、総合型クラブと 

ネットワークを構築し、連携・協働した 

事業の実施 

２ 複数の総合型クラブによる指導者や施設 

等を共有したスポーツ教室等の開催 

３ 他のスポーツ団体（総合型クラブ除く）と 

スポーツ教室等の共同開催 

４ 他のスポーツ団体（総合型クラブ除く）と 

施設の共有 

５ トップアスリート（引退後の選手等） 

   を活用したスポーツ教室等の開催 

６ 特に行っていない 

７ その他（            ） 

 

１６ 障害者へのスポーツ機会の提供について 

 問１ クラブの活動※に、現在障害者は参加していますか。または、過去に参加したことが 

ありますか。該当する番号を１つ選び、回答してください。 

※会員としてだけでなく体験会やイベントの参加も含みます。 

 

１ 現在参加している →問２へ 

２ 現在は参加していないが過去に参加していた →問２へ 

３ これまでに参加していないが受け入れは可能である 

４ 今後も受け入れることはできない 

５ わからない 

 

問２ 問１で「１ 現在参加している」または「２ 現在は参加していないが過去に参加し 

ていた」と回答した場合は、障害者のクラブへの参加状況について、該当する全てに○ 

を回答してください。 

 

 

 

 

                                  

 質問は以上です。御協力ありがとうございました。 
 

１ クラブのスタッフに障害者がいる（いた） 

２ 障害者のためのチームがある（あった） 

３ 障害者のみを対象とするプログラム・イベント等を用意している（していた） 

４ プログラム・イベント等に障害者のための特別な配慮をしている（していた） 

５ プログラム・イベント等に障害者のための特段の配慮はない 

６ その他（  ） 


